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一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
６
月
定
例
会
で
は
19
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
９
月
上
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
を

図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

　

北
鎌
倉
隧
道
に
お
け
る
開
削
工

事
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
問
…
北
鎌
倉
隧
道
に
つ
い
て
文

化
庁
と
の
間
で
や
り
と
り
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
話
の

趣
旨
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長
…
北
鎌
倉
隧
道
が
所
在
す
る

尾
根
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
円
覚
寺
境
内
絵
図

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
重

要
で
あ
り
、
そ
の
文
化
財
的
価

値
に
つ
い
て
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

を
行
う
べ
き
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　
　

こ
れ
に
対
し
、
本
市
に
は
文

化
財
専
門
委
員
会
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
外
部
委
員
会
は
設
置
せ

ず
、
同
委
員
会
に
専
門
家
を
招

い
て
意
見
を
聞
き
た
い
と
考
え

て
い
る
旨
、
説
明
を
行
っ
た
。

質
問
…
外
部
か
ら
招
く
専
門
家

は
、
ど
の
よ
う
な
方
を
選
任
す

る
の
か
。

文
化
財
部
長
…
尾
根
の
文
化
財
的

価
値
に
つ
い
て
純
粋
に
学
術
的

見
地
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
歴
史
学
な

ど
の
見
識
を
有
し
、
鎌
倉
の
こ

と
を
議
論
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

方
を
選
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
…
現
在
中
断
し
て
い
る
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

都
市
整
備
部
長
…
工
事
対
象
箇
所

の
大
半
が
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県

と
の
協
議
に
よ
り
、
道
路
区
域

外
の
崖
面
の
安
全
確
保
の
た

め
、
工
事
区
域
の
拡
大
が
必
要

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
新

た
な
図
面
等
の
作
成
や
、
関
連

　

本
市
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
平
成
27
年
４
月
か
ら
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
（
※
）
が

施
行
さ
れ
、
本
市
で
も
法
に
規

定
さ
れ
た
必
須
事
業
で
あ
る
自

立
相
談
支
援
事
業
と
住
宅
確
保

給
付
金
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
自
立
相
談
支
援
の
相
談
実

績
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
…
平
成
27
年
度
実

績
で
相
談
件
数
は
１
９
５
件
で

あ
り
、
年
代
別
に
は
、
40
～
50

代
が
81
件
と
全
体
の
約
４
割
、

次
い
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

54
件
で
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
…
１
９
５
件
の
相
談
の
経
路

と
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
経
路
と
し
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
や
、

民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
関
係

者
の
紹
介
が
１
３
５
件
と
多

く
、
次
い
で
、
本
人
か
ら
の
連

絡
が
37
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

内
容
と
し
て
は
、
収
入
や
生

活
費
に
関
す
る
こ
と
が
一
番
多

く
、
以
下
、
病
気
や
健
康
、
障

害
、
仕
事
探
し
、
就
職
、
住
ま

い
の
相
談
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
…
市
と
し
て
は
、
潜
在
的
な

生
活
困
窮
者
の
数
を
ど
の
程
度

と
捉
え
て
い
る
の
か
。

同
部
長
…
潜
在
的
な
生
活
困
窮
者

の
捉
え
方
と
し
て
は
、
市
・
県

民
税
の
非
課
税
者
と
す
る
考
え

方
と
、
総
務
省
が
実
施
し
て
い

る
労
働
力
調
査
に
お
け
る
完
全

失
業
率
で
、
労
働
力
人
口
を
除

し
た
人
数
と
す
る
考
え
方
が
あ

る
が
、
後
者
の
ほ
う
が
よ
り
現

実
的
な
数
字
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
平
成
28
年
４
月
の
完
全
失

業
率
３
・
２
％
か
ら
算
出
し
た

場
合
、
本
市
の
潜
在
的
な
生
活

困
窮
者
は
約
５
千
人
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

質
問
…
10
月
か
ら
は
学
習
支
援
も

実
施
予
定
と
聞
く
が
、
ど
の
よ

う
な
形
で
実
施
す
る
の
か
。

同
部
長
…
居
場
所
づ
く
り
と
い
う

こ
と
を
基
本
と
し
た
学
習
支
援

等
を
考
え
て
お
り
、
対
象
者
は

生
活
困
窮
世
帯
お
よ
び
生
活
保

護
受
給
世
帯
の
小
学
生
か
ら
高

校
生
、
高
校
中
退
者
、
中
学
校

卒
業
後
の
進
路
未
定
者
の
う

ち
、
未
成
年
者
を
対
象
と
し
て

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
個
別
の
課
題
に
丁
寧
に
対

応
す
る
と
い
う
意
味
で
、
子
ど

も
の
生
活
の
背
景
に
ま
で
迫

り
、
問
題
を
解
決
し
、
学
習
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
初
め

て
、
学
習
支
援
が
行
き
届
く
と

言
え
る
と
思
う
。
市
が
考
え
る

事
業
の
在
り
方
を
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
学
習
に
対
す
る
取
り
組

み
方
や
習
慣
付
け
等
に
関
す
る

支
援
も
事
業
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
に
対

し
て
も
学
習
の
重
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
保
護
者

を
含
め
た
個
々
の
世
帯
の
実
情

に
応
じ
た
丁
寧
な
支
援
に
努
め

た
い
。

す
る
許
可
等
に
つ
い
て
、
変
更

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
…
今
後
、
当
該
尾
根
に
対
す

る
方
針
を
決
定
し
て
い
く
際
に

は
、
文
化
庁
等
と
き
ち
ん
と
協

議
し
て
い
く
の
か
。

市
長
…
こ
れ
か
ら
、
文
化
財
専
門

委
員
会
で
の
議
論
に
入
っ
て
い

き
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
尾
根

の
測
量
や
樹
木
の
伐
採
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
議
論
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
、
同

委
員
会
の
協
議
結
果
を
受
け
、

方
針
を
決
定
し
て
い
く
際
に

は
、
当
然
、
文
化
庁
に
も
意
見

を
聞
い
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

質
問
…
当
該
尾
根
の
測
量
や
樹
木

を
伐
採
す
る
際
に
、
安
全
対
策

の
た
め
、
隧
道
に
モ
ル
タ
ル
を

充
塡
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
…
隧
道
上
部
に
人
が
乗
る
場

合
は
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
モ
ル
タ
ル
を
充
塡
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
が
、
調
査
終

了
後
は
、
モ
ル
タ
ル
は
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
通

し
を
持
つ
中
で
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
…
モ
ル
タ
ル
を
充
塡
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
尾
根
の
文
化

財
的
価
値
に
対
す
る
影
響
が
危

惧
さ
れ
る
。
こ
の
手
法
自
体
も

文
化
庁
に
意
見
を
聞
く
べ
き
だ

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

市
長
…
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

◆
７
月
８
日
に
外
部
有
識
者
を
招

い
て
、
文
化
財
専
門
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
鎌
倉
隧
道
開
削
工
事
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
つ
い
て

一般質問項目一覧
①渡辺　隆（みんな）
１　総合グラウンドの建設
２　和賀江嶋の保全・活用
３　農業振興
４　保育・介護施設の確保
５　防災
②河村　琢磨（みんな）
１　�フィンテック（ＦｉｎＴｅｃｈ）によ

る行財政改革について
２　�ソーシャル・インパクト・ボンドを活

用した地域振興について
３　�国際規格ＩＳＯ55001による下水道イ

ンフラ管理について
４　�障害者差別解消支援地域協議会という

考え方について
③上畠　寛弘（公正）
１　市長の政治姿勢等
２　人事労務戦略
３　未来への投資としての子育て支援
４　�現状の監査とその限界、これまでの決

算
５　�不適切な事務等一連の市長、両副市長

の責任

④松中　健治（無所属）
１　給食におけるアレルギー対策
　　（保育園、学校）
２　旧法務局跡地保育園活用、
　　麻生財務大臣陳情、今後の手続き
３　工事計画と工事経過情報発信、広報
４　文化財保存、釈迦堂切り通し、その影響
５　�新しい文化財ビューポイントライブカメラ
　　長谷小路周辺遺跡、石碑等
６　国道134号線等の交通渋滞対策
７　�防災対策、地震対策、活断層、津波、

災害対策、ガレキ等
８　旧ＪＲ工場跡地計画の見直し
　　下水道一元化、下水道部復活
９　大清掃工場を旧ＪＲ工場跡地に
⑤赤松　正博（日本共産党）
１　北鎌倉隧道の保全と活用について
⑥池田　実（鎌倉みらい）
１　災害対策について
２　自治体における危機管理について
３　若者支援について
⑦吉岡　和江（日本共産党）
１　�市民生活の安心安全なくらしを守り、

充実するために
　⑴ごみ問題について
　⑵交通バリアフリーとの関係で
　⑶住宅について

　⑷子育て支援について
　⑸健康づくりの推進について
　⑹職員の資質向上と体制について
⑧三宅　真里（神奈川ネット鎌倉）
１　生活困窮者自立支援について
２　介護保険サービスについて
３　自治町内会館について
⑨髙橋　浩司（鎌夢会）
１　行財政改革について
⑩渡邊　昌一郎（無所属）
１　�松尾市長の経営能力と改革に向けた本

気度を問う
⑪千　一（無所属）
１　�重度障がい者の貧困と介護家族について
２　ふれあい収集の範囲をもっと広く
３　�生活保護の制度をもっと広く使えるよ

うに
４　音の出る信号をもっと多く
５　�４月から施行された障がい者差別解消

法と合理的配慮について
⑫西岡　幸子（公明党）
１　鎌倉ブランド野菜について
２　�子育て支援と青空自主保育などの野外

教育について
３　動物との共生社会のために
⑬日向　慎吾（鎌夢会）
１　海水浴場について

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

　
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度

の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
対
し

て
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
。

　
各
自
治
体
に
お
い
て
、
必
須
事

業
で
あ
る
自
立
相
談
支
援
、
住
居

確
保
給
付
金
の
支
給
、
任
意
事
業

で
あ
る
就
労
準
備
支
援
、
家
計
相

談
支
援
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど

も
の
学
習
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

用
語
の
解
説

２　災害対策について
３　マイナンバーについて
４　ユニバーサルデザインについて
⑭竹田　ゆかり（無所属）
１　図書館の運営体制について
２　�教育大綱－重点的施策のとりくみにつ

いて
⑮山田　直人（鎌倉みらい）
１　観光行政における危機管理について
２　鎌倉市人口ビジョンについて
⑯久坂　くにえ（みんな）
１　コンプライアンスの強化に向けて
２　�まち・ひと・しごと創生総合戦略につ

いて
⑰永田　磨梨奈（鎌夢会）
１　市役所の就労環境について
２　地域の安心・安全について
⑱岡田　和則（無所属）
１　�市長の政治姿勢について（北鎌倉の景

観（又は史跡等）や文化行政について）
２　その他
⑲保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
１　公正で透明な市政運営に向けて
２　地方創生の施策について
３　防災について
４　下水道等インフラの整備について

平成25年７月23日時点

平成27年４月28日時点


